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専
修
大
学
松
戸
中
学
校
・

高
等
学
校
の
和
太
鼓
部
に
よ

か
ね

る
鉦
や
太
鼓
、
篠
笛
が
祭
り

情
緒
を
醸
す
な
か
、
城
北
篤

志
さ
ん
（
専
修
大
学
松
戸
高

校
３
年
）
の
品
格
あ
る
ア
ナ

ウ
ン
ス
で
開
会
。
日
髙
義
博

理
事
長
・
学
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
た
矢
野
建
一
文
学

部
教
授
が
講
演
の
概
要
と
講

師
を
紹
介
し
た
。

最
初
に
墨
田
区
立
す
み
だ

郷
土
文
化
資
料
館
専
門
員
の

田
中
禎
昭
氏
（
昭
６１
文
）
は

東
大
寺
正
倉
院
に
伝
わ
る

「
下
総
国

飾
郡
大
嶋
郷
戸

籍
」
（
７
２
１
年
）
を
基
に

「
古
代

飾
と
八
世
紀
の
環

境
ク
ラ
イ
シ
ス
」
と
題
し
て

講
演
。
人
口
の
変
動
を
気
候

や
災
害
史
の
観
点
か
ら
論
じ

た
。
「
大
嶋
郷
」
は
現
在
の


飾
区
全
域
、
墨
田
区
と
江

戸
川
区
の
一
部
に
あ
た
る
。

現
在
の
面
積
を
当
て
は
め
人

口
密
度
を
割
り
出
し
、
松
戸

市
域
の
当
時
の
人
口
を
９
７

１
人
と
試
算
。
荒
れ
地
に
水

田
が
散
在
す
る
風
景
を
想
起

さ
せ
な
が
ら
、
史
料
や
文
献

を
駆
使
し
「
急
激
な
寒
冷
化

に
よ
る
飢
き
ん
や
疫
病
の
た

め
、
大
嶋
郷
で
は
７
０
２
年

か
ら
７
２
１
年
に
か
け
て
人

口
が
激
減
し
た
。
隣
接
す
る

松
戸
も
同
様
の
状
況
だ
っ
た

の
で
は
」
と
解
説
し
た
。

次
に
、
湯
浅
治
久
文
学
部

教
授
が
「『
ま
つ
ど
』か
ら
広こ

く

が
る
中
世
世
界
―
中
世
の
国

が衙
文
化
圏
と
寺
院
―
」
と
い

う
演
題
で
講
演
。
市
内
の
本

土
寺
に
残
る
過
去
帳
か
ら

「
中
世
で
は
１
月
か
ら
４
月

ま
で
の
端
境
期
に
死
者
が
多

い
。
５
月
の
麦
秋
で
一
息
つ

く
ま
で
は
�
死
の
季
節
�
だ

っ
た
」
と
過
酷
な
食
糧
事
情

ふ
と

い

が
わ

を
説
明
。
松
戸
が
太
日
川（
現

在
の
江
戸
川
）
の
渡
り
の
要

と
し
て
、
下
総
国
府
（
市
川

市
）
に
近
い
官
道
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
し
て
栄
え
た
こ
と

が
、
本
土
寺
の
よ
う
な
発
信

力
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
の
成

立
に
つ
な
が
っ
た
と
語
り
、

「
日
蓮
の
ラ
イ
バ
ル
を
支
援

し
た
千
葉
氏
の
拠
点
が
松
戸

に
も
あ
っ
た
の
で
は
」
と
推

論
し
た
。

最
後
に
登
場
し
た
時
代
考

証
家
の
山
田
順
子
氏
（
昭
５１

文
）
は
、
ガ
ラ
リ
と
雰
囲
気

を
変
え
テ
レ
ビ
時
代
劇
の
舞

台
裏
を
披
露
。
高
視
聴
率
を

博
し
た
ド
ラ
マ
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
―

仁
―
」
を
は
じ
め
、
撮
影
現

場
に
立
ち
会
う
時
代
考
証
家

は
自
分
ぐ
ら
い
と
語
っ
て
笑

わ
せ
た
後
、
本
題
に
。
松
戸

は
江
戸
時
代
、
利
根
川
と
江

戸
川
を
結
ぶ
陸
路
「
鮮
魚
街

道
」
の
起
点
と
し
て
に
ぎ
わ

っ
た
と
説
明
。
「
鹿
島
灘
や

九
十
九
里
浜
か
ら
日
本
橋
の

魚
河
岸
ま
で
、
松
戸
経
由
で

３０
時
間
か
け
サ
ン
マ
や
イ
ワ

シ
が
運
ば
れ
た
。
サ
ン
マ
に

ひ
と
塩
振
る
の
は
江
戸
時
代

に
そ
の
味
に
慣
れ
た
か
ら
」

と
明
か
し
、
会
場
の
関
心
を

誘
っ
た
。

続
い
て
和
太
鼓
部
の
躍
動

的
な
演
奏
と
演
舞
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
同
校
の
桝
谷
有
三
校
長

の
あ
い
さ
つ
で
閉
幕
し
た
。

専
修
大
学
の
研
究
力
と
教

育
力
を
生
か
し
て
地
域
社
会

に
知
を
発
信
す
る
「
社
会
知

性
フ
ォ
ー
ラ
ム

ま
つ
ど
―

今
昔
物
語
―
」
（
専
修
大

学
、
専
修
大
学
松
戸
中
学
校

・
高
等
学
校
主
催
、
松
戸
市

・
松
戸
市
教
育
委
員
会
他
後

援
）
が
７
月
２１
日
、
千
葉
県

松
戸
市
の
松
戸
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
１２
月
の

岩
手
県
北
上
市
に
続
く
第
４

弾
で
、
今
回
は
松
戸
市
制
施

行
７０
周
年
を
記
念
し
３
人
の

演
者
が
古
代
、
中
世
、
近
世

に
お
け
る
松
戸
の
あ
り
よ
う

を
語
り
、
約
６
０
０
人
の
聴

衆
を
ひ
き
つ
け
た
。

小
田
急
電
鉄
会
長
が
講
義

経
済
学
部
寄
付
講
座
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

文
・
仲
川
教
授
が
「
手
島
右
�
展
」
で
高
円
宮
妃
に
解
説
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

特
集
「
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
」
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹

校
友
会
定
時
総
会
／
会
計
人
会
が
５０
周
年
記
念
式
典
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

海
外
留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア
／
留
学
体
験
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻
❼

「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
家
庭
用
を
商
品
化
…
…
…
…
…
…
…
❿

フ
ァ
ル
ー
ク
・
ア
ー
ミ
ル

駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
大
使
を
講
師
に
招

い
て
の
法
学
部
学
術
講
演
会

が
７
月
３
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
学
生
ら

１
０
０
人
が
聴
講
し
、
妹
尾

哲
志
法
学
部
准
教
授
の
進
行

に
よ
り
活
発
な
質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ
た
。

ア
ー
ミ
ル
大
使
は
１
９
８

４
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
外
務
省

に
入
省
し
、
エ
ジ
プ
ト
や
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
の
海
外
勤
務

を
経
て
２
０
１
３
年
２
月
に

着
任
。
講
演
会
で
は
母
国
の

歴
史
や
文
化
、
自
然
を
多
数

の
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が

ら
「
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
の

友
好
関
係
―
昨
日
、
今
日
、

明
日
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

語
っ
た
。

冒
頭
、
ア
ー
ミ
ル
大
使
は

建
国
の
父
、ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア

リ
・
ジ
ン
ナ
ー
を
挙
げ「
人
口

の
９７
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ

が
、
皆
が
平
等
で
平
和
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
と
い
う
彼
の

理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」

と
国
旗
の
左
側
に
あ
る
白
い

部
分
が
少
数
派
を
表
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

仏
教
美
術
で
有
名
な
ガ
ン

ダ
ー
ラ
は
現
在
の
パ
キ
ス
タ

ン
北
西
部
に
あ
た
る
。
日
パ

両
国
の
国
交
樹
立
は
６１
年
前

だ
が
、
交
流
の
歴
史
は
古
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
語
り
、

１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
会
議
で
は
パ
キ

ス
タ
ン
外
相
が
「
日
本
は
尊

敬
と
威
厳
を
も
っ
て
扱
わ
れ

る
べ
き
だ
」
と
論
じ
た
こ
と

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
経
済
援

助
や
支
援
活
動
を
通
じ
て
日

本
へ
の
信
頼
度
が
高
い
こ
と

を
解
説
し
た
。

ア
ー
ミ
ル
大
使
は
最
後

に
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
５０
年
以

上
も
国
連
平
和
維
持
活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
参
加
し
て
き

た
こ
と
を
力
説
。
１
３
３
人

の
殉
職
者
を
出
し
な
が
ら
女

性
を
含
む
警
察
官
や
兵
士
を

派
遣
し
て
い
る
と
語
り
、

「
（
テ
ロ
な
ど
の
）
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
報
道
が
多
い
が
、
世

界
平
和
へ
の
貢
献
な
ど
パ
キ

ス
タ
ン
に
は
多
様
な
側
面
が

あ
る
。
報
道
を
う
の
み
に
せ

ず
、
自
ら
知
ろ
う
と
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
質
問
を

促
し
た
。

学
生
か
ら
は
「
女
性
の
社

会
的
な
地
位
は
」
「
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
認
識
は
」

「
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
人
気
は
」
「
パ
キ
ス
タ
ン

の
一
番
の
課
題
は
」
な
ど
と

質
問
が
続
き
、
会
場
は
熱
気

に
沸
い
た
。

石
巻
専
修
大
学

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
専
門
員

駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
招
き

▲ 日髙理事長・学長

古代 中世 近世 における 松戸 を語る

田
中
禎
昭
氏
（
昭
６１
文
）

法
学
部
学
術
講
演
会

▲ 学生の質問に丁寧に答えるアーミル大使

まつど 今昔物語

社会知性フォーラム第４弾

文学部教授湯浅治久

▲ 古地図で「大嶋郷」の位置を説明する田中氏。

右上、落ち着いたアナウンスの城北さん

時代考証家 山田順子氏（昭５１文）

▲ 司会の矢野文学部教授
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